
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
［第 3グループ内の例会日］  狭山(金)、新狭山(月)、入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢(月)、所沢西(水)、所沢東(木)、所沢中央(月) 
 

第 933回(2月 5日)例会の記録  
 

点 鐘     若松泰誼会長  
合 唱     国歌斉唱、奉仕の理想 
第２副ＳＡＡ  吉川君、吉松君 
 

※出席報告 
会員数 出席者数 出席率 前回修正 
30名 24名 78.57％ 82.76％ 

 

  会長の時間         若松会長 
「真実は時として間違って伝わる」 
新年が明けてから安倍総理

が東南アジアを歴訪され、イ

ンドネシアも訪問されました。

インドネシア政府は紅白の儀

仗兵をもって 日本の安倍総

理を迎えてくれました。 

そこにインドネシアの日本に

対する心を見てとるこが出来

ます。 

そのインドネ

シアが独立した

のは大東亜戦争

終戦の２日後、

昭和２０年８月

１７日の事でし

た。 

因みにインドネシアの独

立宣言文にはこの日を１

９４５年ではなく、２６０

５年８月１７日と書い 

てあります。 ２６０５年

というのは皇紀でありま

す。  

つまりインドネシアは西暦でもなければ、イン

ドネシアの古代王朝の年号でもない訳でして日本

の皇紀を用いて独立宣言を発しています。 

そこにこの独立への渇望と運動がどういうところ

から生まれた運動であるかを見ることができます。 

日本は「対等」を尊ぶ国です。「勉強ではかな

わないけど かけっこだったら俺が一等賞だ」そ

れが「対等」というものです。ですから「対等」

と言うのは、それぞれの違いや差異を認めた上で

自分自身も向上して行くという概念の上に成り立

っていると思います。 従って、「対等」と言う

のは、自分が相手に劣っていれば、相手から学び、

自分も相手に追いつき、肩を並べる存在になると

いう意識であります。 

日本は欧米の様な「力による正義」では無く「対

等観」という、いわば「心の正義」を東亜諸国の

中に樹立しようとしました。 

それを理解したから、独立宣言を行ったスカルノ

(後に大統領）たち、いわゆるインドネシアの民族

派と言われている人達は、インドネシアを愛し、

いつまでもオランダの植民地でいる事、植民地の

奴隷として扱われている事を良しともせず、独立

宣言を行い、その年号に、日本を心の象徴として

「皇紀」を用いたんですね。 

 

【オランダ領インドネシアの地図】 
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【独立戦争の交戦勢力】 

但し、独立宣言をしたものの、簡単に独立できた

訳ではありません。 大東亜の終戦を迎え日本が

去ったあと、インドネシアには英国の支援を受け

たオランダ軍が再び植民地支配をするためにやっ

てきました。 

インドネシ

アの人々は丸

４年間戦い、

日本の敗残兵

の指導で戦っ

たと言う事は

以前にもここ

で柴田パスト

会長が確か話

されてると思

いますので皆

さんご周知の

事かと思いますが、なんとこの戦いでインドネシ

アの若者が８０万人も戦死しました。彼等はよう

やく独立を勝ち得たのは昭和２４年１２月のオラ

ンダで行われたハーグ円卓会議でのことでありま

す。 

因みにこの円卓会議では、アメリカがオランダと

インドネシアの仲裁に入っています。この仲裁は

3つの重要な条件が付いていました。 

【ハーグ円卓会議での調印式。右が共和国代表モハマッド・ハッタ】 

一つは、オランダはインドネシアの独立を承認す

ると言う事。 当然です。 

二つ目は、オランダは３３０年間の植民地の代償

としてインドネシアに６０億ドル(現在の相場で

３０兆円ぐらいだそうです）の賠償金を支払うこ

とです。 

戦死者を出しているのはオランダも同じです。 

しかもオランダは広大な植民地を手放し、その権

利も失います。にもかかわらず、戦争に負けてい

る訳ではないオランダが６０億ドル出す。何故で

しょう。 

その理由は 3つめにあります。 

「アジア開放に殉じた日本」という事実を消し去

り、代わりに「残虐な侵略者日本」を残すと言う

事が３つ目の条件となりました。これは公然の買

収行為であります。 莫大な復興資金が必要だっ

た独立政府はこの条件をのみます。 只、建国の

過程において国が利の為にこうした不条理を受け

入れられた事は結果として「国は利の為に嘘をつ

く」という汚点を背負って独立を承認しました。 

【ジャカルタ市内にある独立記念塔(モナス)】 
 
インドネシア

はこうして連

合国によって

独立が承認さ

れました。今

もジャカルタ

にあります独

立記念塔には、

オランダによって過酷な植民地支配の記録は一切

書かれていませんが、代わりに日本が資源や労働

力を搾取したと書かれております。 

そして独立の為の戦いは、対英蘭ではなく、対日

本との戦いであったと刻まれております。おかし

な話です。 インドネシアが独立戦争を行ってい

た当時、日本はＧＨＱの支配下に置かれ、国軍も

解体されていたのですからこんな事実が起こるこ

と事態があり得ないのです。もう一つ不条理なお

話をしますと、インドネシアの独立は日本の不法

占領との戦いであったとインドネシア政府が規定

した事によって、インドネシアは日本に戦時賠償

を要求しています。それによって日本は当時の国

家予算の 3 分の 1 という途方もない大金を賠償金

としてインドネシアに支払っています。皆さん、

如何でしたか、歴史は時として間違って伝わると

いう事を理解してもらえましたか？今、日本はイ

ンドネシアと、とても良い関係にあります。 イ

ンドネシア人も皆さん親日家です。だけど国際情

勢が変わると真実はすぐに変わると言う事をご理

解下さい。 

【スカルノより贈られた青松寺（港区愛宕）にある碑】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



  幹事報告                稲見幹事 
1. 第２回社会奉仕部門セミナーについて 
2. 次年度ＲＩ会長(ロン・バートン)のスピーチに
ついて 

3. ガバナーエレクト地区運営方針概要について 
4. ＲＩ青少年向け留学説明会についた 
5. メディアにおけるプリオ撲滅運動の記事につ
いて 

6. 2013年規定審議会、提出立法法案一覧表 
7. 例会変更 飯能ＲＣ 狭山ＲＣ 
8. 受贈会報  

所沢西ＲＣ 所沢中央ＲＣ 狭山ＲＣ 
 
 
 
 
「外来卓話」・・・・・・・・ 
≪講師紹介≫         田中八束会員 
新世代部門委員長 坂本元彦様でございます。 
昨年フレッシュマン研修を智光山公園で行いまし

て、当クラブからも何名か参加し先生に直接お話

を伺った方もいるかと思いますので、ご承知の方

も多いと思いますが、いつも新世代につきまして

素晴らしいお話を承っております。 
本日も講義を宜しくお願い致します。 
 
国際ロータリー第 2570地区 
新世代部門委員長 坂 本 元 彦 様 

  
皆さん新世代というものはどのようなものだと

お思いでしょうか？私もいろいろと回らせて頂き、

セミナーの 2 回目を先日行いましたが、新世代部
門といいますのは、皆さんご存知のように、2010
年の規定審議会で 5 番目の奉仕部門となりました。
このようなことからも、一番新しい部門のためあ

まり馴染みがないと言いますか、良く分からない

といったところが多々あるようでございます。こ

の辺は我々自身の反省にもつながりますが、新世

代とはそう古い言葉ではありません。1996年にカ
ルガリーでの国際大会で、当時のアルゼンチン出

身のルイス・ビセンテ・ジアイＲＩ会長が初めて

おっしゃった言葉だそうです。そしてこの新世代

というものは、年齢的に申しますと、12 歳～30
歳までの若者です。我々ロータリアンの周りにい

るロータリー家族の中で、一番若い世代に属して

いる人たちの事です。ほとんどは学生さん、高校

生、大学生、大学院生です。勿論 30歳までですの
で社会人の方でも結構なのですが、現実にこの地

区をみてみましても、社会人の方で参加している

方はいらっしゃらず、学生さんがほとんどです。 
我々新世代部門の目的とは、若い人たちの将来、

未来をより良くするために、その手伝いをするこ

とです。この若い人たちの将来をより良きものに

する、そうは言いましても具体的に何をするかと

なるとなかなか難しい問題があるかもしれません。

しかし、この人たちにロータリーの奉仕の精神の

下で色々学んで頂き、ロータリーも理解して頂き、

そして世界も理解して頂く、また奉仕の気持ちも

理解して頂く、そしてその先にあるものはその人

たちが将来ロータリアンになってくれれば良いと

いうもので、そしてまたその人たちが拡大、その

ようなクラブを作ってくれれば良いなというとこ

ろまでＲＩは考えております。非常に長い目で見

なければいけない部門であり、そして一つの種ま

き事業であるということになります。 
我々新世代部門の中のプログラムは、4 つござい
ます。 
1.インターアクト 
2.ローターアクト 
3.青少年交換 
4.ライラ 
です。この 4 つはＲＩの常設プログラムとなって
おります。そして我々ロータリアンはこのＲＩの

常設プログラムに対して、責務を負っていると言

われております。責任と任務があるということま

で謳われておりますので、やらなければいけない

ということになります。 
新世代部門月間とは 9 月です。今年はもう過ぎ
ましたが、この月間の時には、各ロータリアンは

｢青少年の模範である｣という言葉をなるべく広め

て下さいと言われております。これは月間でなく

ても、このような気持ちで接していくということ

を我々ロータリアンとしては常日頃から行わなけ

ればなりません。 
先ほど申しました、4 つの常設プログラムを、
我々の地区では 3 つの委員会で行っております。
インターアクトとローターアクトにつきましては

アクト委員会、委員長さんは志木クラブの武藤さ

んです。青少年交換委員会、これもやはり志木ク

ラブの宮原さんが委員長、ライラにつきましては、

富士見クラブの島田さんが委員長をしております。

そしてまた有り難いことに、和光ロータリークラ

ブの鈴木先生が諮問委員でいらっしゃいます。そ

して 3つの委員会が 4つのプログラムを行うにあ
たり、以下の 4 つのプログラム構成が言われてお
ります。 



①健康 
②人間の価値 
③教育 
④自己開発 
この全てが若者の未来に対して、例えば健康でな

く、病気で亡くなってしまうことがあれば若者の

将来は無いわけですから、こうしたことがないよ

うに、そして人間の価値というものをどんどん高

めていく、当然これは未来的に素晴らしいものに

なる、教育も同様、そして自己開発、こうした問

題についても若い人にこうしたスキルを持って頂

いて、将来的に立派な地域のリーダーになって頂

きたいということが新世代部門の目的です。 
①健康に関する具体的な取り組みにどのようなも

のがあるかと申しますと、｢ポリオプラス｣(ポリオ
＋αの病気の撲滅)、｢保健教育｣、｢児童の早期教
育」、「薬物乱用、アルコールの過飲の防止」、｢エ

イズへの理解」、｢障害者支援」、｢貧困に関するプ

ログラム」、「飢餓問題」、これらが健康というもの

の中に入っているプログラムです。 
②人間の価値ということに関するものと致しまし

ては、「地域社会に人間の普遍的価値を推進する」

他、「家族と地域社会の模範となる」、「両親による

指導プログラム」、｢クラブ奉仕プロジェクトに家

族を参加させる」、｢世代間のプログラム」、｢紛争

解決プログラム」、｢子供の権利に関するロータリ

ーの方針を支援」、｢時間を惜しみなく注ぐ｣という

ものが、人間の価値を高めるプログラムだとされ

ております。 
③教育に関しましては、「機能的識字率の向上」、

｢奨学金」、「青少年交換」、「職業研修」、「青少年の

ための職業実習」、「環境保全」、「地域社会におけ

る青少年のイメージアップ」、「新世代のニーズに

対する地域社会の理解を深める」、これらのことが

教育という分野でのプログラムとなります。 
④自己開発にはどういったものがあるかと申しま

すと、「新世代のためのロータリー会議」、「顧問プ

ログラム（顧問教師会）」、「インターアクトクラブ

とローターアクトクラブを作る」、「インターアク

トクラブとローターアクトクラブ会員の指導者講

習会」、「ライラ（ロータリー青少年指導者養成プ

ログラム）」、「地域社会に青少年の諮問審議会を設

置」、「ピアサポートプログラム」、「余暇の生産的

活用を助長する」といったことが言われてござい

ます。ピアサポートプログラムとは、若者に対し

て色々な指導をするときに、我々ロータリアンが

指導をしても良いのですが、あまり年齢的に離れ

た人が教訓的に言いましても、なかなか聞きづら

いということがあるかもしれませんので、若者は

若者同士、年齢の近い若者に色々言わせた方がよ

く聞くのではないかということです。年齢の近い

若者によっての指導をさせるというものが、ピア

サポートプログラムといものになります。 
先ほど 4 つのＲＩ常設プログラムがあると申し
ましたが、その中の「青少年交換」は教育分野と

いうところに入っており、「インターアクト」、｢ロ

ーターアクト」、「ライラ」は自己開発という分野

に入っているということになります。その他にも

沢山あります。各委員会につきましては、お手元

にお配りしました資料を読んで頂ければご理解で

きると思いますが、インターアクトクラブとロー

ターアクトクラブ、これは高校生、大学生という

ような人たちを対象にしております。この人たち

に関しまして、我々ロータリークラブがその学校

のクラブを指導監督するということになっており

ます。しかし現実問題と致しましては、この地区

は一応インターアクトクラブの登録が 12 クラブ
ありますが、実質的に活動しているのは 9 クラブ
です。やはり教育界に対して我々ロータリアンが

こうして欲しい、ああして欲しいと申しましても、

学校の先生との問題が出てまいります。このイン

ターアクトクラブにつきましては、学校の顧問の

先生が携わっております。顧問教師会というもの

があり、会長さんは和光国際高等学校の校長先生

なのですが、こうした先生方と我々ロータリアン

の新世代部門が時々あって会議を致しますが、な

かなか頻繁にコンタクトが取れるということでは

ございません。なかなか我々の想いが伝わらない

こともございますし、逆に教育界の方の感じ方等

が我々にとって多少違ってきてしまうというもの

があり、全てが上手くいくわけではございません

が、そこのところは顧問教師会の先生方となるべ

くコンタクトを取り、こちらのことを理解して頂

き、行ってもらうという努力はしております。 
例えば学校の先生、校長先生等でも中にはロータ

リアンであるという方、昔こうしたことに携わり

理解があるという方もいらっしゃりますが、初め

てロータリーに接したという方もいらっしゃいま

して、なかなか全てを理解して頂くことが難しい

ということがございます。もし新しいインターア

クトクラブをどこかの学校に作ろうとするならば、

一応会員数は 15 名程度必要だと言われておりま
す。必ず 15名というわけではございませんが、し
かし 2 人、3 人ということになると、難しいかも
しれません。 
インターアクトの始まり、歴史というものは、

1962年アメリカ・フロリダ州のメルボルンにあり
ます、メルボルン高等学校から始まったと言われ

ております。日本では 1963 年に仙台の育英高等
学校のインターアクトクラブが最初にできました。

インターアクトクラブの活動とは、毎年 2 つの奉
仕活動をしなければならないと言われており、1
つは奉仕委員会で学校、もしくは地域社会に恩恵

をもたらす社会奉仕プログラムを 1 つ行うこと、
加えて、国際理解委員会で、国際親善を推進する

「国際奉仕プロジェクト」を毎年 1 つ行うという
ことです。インターアクトクラブでは年に 2 つの
奉仕活動を行わなければならず、1 つは「社会奉
仕」、1つは世界に対する「国際奉仕」というもの
をしなければならないと言われております。 



この地区での具体的なインターアクトクラブの

活動（平成 23年度）と申しますと、「あしなが学
生募金」、「赤い羽根募金活動」、「書き損じハガキ

の回収」、「災害救済チャリティーコンサート」、｢文

化祭模擬店での利益の災害地への寄付」、｢川・道

路・地域の寺院の清掃」、「介護老人保健施設への

訪問」等の社会活動をしているという報告がござ

います。インターアクトクラブの顧問教師会があ

ると先ほど申しましたが、会長は和光国際高等学

校校長の亀掛川誠也先生、副会長は正智深谷高等

学校の校長先生、幹事長は志木にあります細田学

園の林先生がされておりますが、もし皆様がイン

ターアクトにつきまして質問や相談がありました

ら、この幹事長であります林先生に連絡を取って

頂いて、お話されるのが一番良いと思います。こ

の第 3 グループでも狭山ヶ丘高校の伊藤先生には
非常に頑張って頂いており、我々も感謝をしてお

ります。西武文理学校にもインターアクトクラブ

がございます。これらの学校に対して、1 つない
し 2 つのクラブがスポンサークラブとなり行って
おりますが、第 1グループでは 4つの学校に対し
て 5 クラブで行っており、１つが重複していると
いう状態です。第 2 グループでは 2 校、これは 2
クラブ、第 3グループも 2校、先ほど申しました
狭山ヶ丘と西武文理で、第 4グループが 1校、第
5 グループが 3 校となっております。インターア
クトの活動、どういったことを学生が学習してい

るのかと申しますと、「指導力の養成」、｢自己完成」、

「他人への思いやりや他人への権利の尊重」、「家

庭と家族の重要性」、「職業の品位と価値の認識」、

「国際理解と親善を推進」等を目的として活動し

ており、簡単に申せば「奉仕」と「国際理解」だ

と思って頂いて結構だと思います。 
インターアクトは高校生中心ですが、この兄貴分

と致しましてローターアクトというものがござい

ます。当地区には 2 つございます。1 つは東京国
際大学がやっております、川越ローターアクトク

ラブ、これは川越クラブさんがスポンサークラブ

をしており、もう 1 つは私どもの富士見ロータリ
ークラブがスポンサーをしております、淑徳大学

の淑徳ローターアクトクラブです。この地区には

大学が多くありますので、できたらもう少し増や

していきたいと我々も考えているのですが、なか

なか難しい面もございまして、今の所この 2 つの
学校で行っております。内容はインターアクトク

ラブと変わりません。やはり顧問の先生もいらっ

しゃいます。 
3 番目のプログラム、青少年交換委員会につき

ましては、当地区では今年度は 5 名の留学生を送
っており、現在海外からは 6 名来ております。通
常は 5 名送りますと 5 名来るのですが、1 名多い
のは、前年度来る予定であった台湾からの留学生

が震災等色々な事情がございまして、1 年延期を
して今年になって来たということです。そして次

年度は 4 名送ることが決定しております。この青

少年交換も以前はもっと多かったのですが、年々

応募人数が少なくってきて、応募して頂ければ大

概は合格するという状態です。 
この学生たちを留学させる難しさといいますの

は、どうしても公立学校ですと進学等が色々ござ

いましてなかなか難しい、しかし中高一貫ですと

この辺りの考慮がある程度して頂けますので、そ

うした所からの応募者が今は多く、そして女性の

方が多く、男性が少ない傾向がございます。次年

度は男女 2 名ずつで半々ですが、その前は男性が
1人です。進学等色々な理由があると思いますが、
我々としてはもっと男性を増やし、そして人数全

体を増やしたいと思っております。こうした学生

に対するPRも不足しているのかもしれませんが、
クラブの皆様方のお力添えを持って、こういうも

のがあるということをアピールして頂き、是非参

加して頂きたいと思います。 
留学生を預かるにつきましては、ホストクラブ

をどこにするか、逆に送るスポンサークラブをど

こにするか等、この辺の難しさというものがござ

います。そして思春期の子供を預かるわけですの

で、やはり何か事故があっては非常に問題になり

ます。今は危機管理委員会というものがございま

して、こうしたことに対処しておりますが、この

留学生に対しては「4D ルール（禁止事項）」が厳
しく決められています。 
1.NO DRUGS（薬物の禁止） 
2.NO DRINKING（飲酒の禁止） 
3.NO DRIVING（運転の禁止） 
4.NO DATING（男女交際の禁止） 
預かった地区はもちろんですが、クラブに於いて

も、家庭に於いてもこのようなことをさせないよ

うに気を付けていかなければならないということ

があり、色々と預かることについては難しさがあ

ると思います。しかしこうした方をお世話すると

いうこと、1 年経てば、最初は大変だと思ってい
ても、過ぎ去ってしまえば非常に良い思い出とな

り、大体皆さん良かったという方がほとんどです。

皆様もチャンスがあれば、是非ホストファミリー

等をして頂き、留学生を引き受けて頂ければ有り

難いことだと思います。そして留学してきた子供

たちは帰国致しますと、ローテックス (Rotary 
exchange student／RotaryとExchangeという言
葉からできた）という名前で呼ばれるようになり

ます。ローテックスの会長、副会長がおりますが、

留学前と比べますと、非常に人間的にも人格的に

も素晴らしい子になり帰ってきていることが事実

です。是非この留学制度、米山もそうでしょうが、

こうした所に皆様のご支援を頂き、若い学生を送

って、その子の将来のために良くなるようにご支

援を頂きたいと思います。現在地区では 11名のロ
ーテックスがおりますが、先ほど申しましたよう

に、次年度は 4名送る予定ですので、恐らく 4名
この地区で引き受けなければならないと思います。 
最後にライラ（ロータリー青少年指導者養成プ
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ログラム）、これは毎年ライラの大会を行っており

ます。ライラといいますのは、地区の指導者とい

うものを集団的な行動をさせることによって、そ

のスキルを学ばせるというものです。職業的な訓

練をさせ、その地域の指導者を養成するというこ

とが目的です。この地区ではライラデーを 1 年に
1 回設けております。実際問題と致しましては、
少し少ない気も致しますし、他の地区ではもっと

校外活動や宿泊をし、集団行動をさせて、リーダ

ーとしての素質を養うような活動をしております

ので、この地区でも将来的にはこうしたことも取

り入れていけるように考えてございますが、現在

は年に 1回のライラデーとなります。 
新世代部門の問題点を最後にお話させて頂きた

いと思います。やはりインターアクト、ローター

アクトクラブの減少、派遣生の応募の減少、派遣

生のスポンサークラブの問題、受け入れのホスト

クラブの問題、クラブやロータリアン、家族の理

解度の問題、インターアクト等は特にそうですが、

学校側、教育界に対する情報不足・理解不足とい

うものがやはり否めません。これらのことを我々

部門もそうですが、是非クラブの皆様にもお考え

頂き、よりよい新世代部門にして頂くよう、ご支

援頂ければと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
               
 
 

 
 
新世代部門委員長 坂本元彦様 
    本日はよろしくお願い致します。 
若松君 2570 地区新世代部門委員長様・坂本様、

本日はご指導よろしくお願い致します。 
    20 周年パーティーみんなで成功させま

しょう。 
稲見君 新世代部門委員長様・坂本元彦様、今日

の卓話よろしくお願いします。 
江原君 新世代部門委員長様・坂本元彦様、本日

はお忙しい中、お出で下さいましてあり

がとうございます。卓話楽しみにしてお

ります。何卒、よろしくお願い致します。 
寳積君 ＲＣでお花見をしていた、栗原家のしだ

れ桜が、尚寿会へ嫁いで来ました。 
栗原(憲)君 新世代部門委員長様・坂本元彦様、よ

うこそお出で下さいました。卓話よろし

くお願い致します。 
高田君 坂本委員長様、よろしくお願いします。 
会員誕生祝 野口(留)君 
夫人誕生祝 高田君 山室君  
結婚記念日 中谷君 


